〔別紙様式２−１〕
認　定　基　準　確　認　表
　　年　　月　　日
薬局所在地　　　　　　　　　　　　　　　
薬局名　　　　　　　　　　　　　　　　　
開設者名　　　　　　　　　　　　　　印　

管理薬剤師名　　　　　　　　　　　　印　
	基準区分
	基　　準　　内　　容
	確認

	１． 
責任を持って処方せんを調剤している       
	①保険薬局の指定を受けている。
	

	
	②かかりつけ薬剤師を適切に選択出来ることができる体制が整備されている。
	

	
	③処方せんに基づく調剤、残薬確認、薬歴管理、服薬指導及びお薬手帳の活用を薬剤師が適切に行っている。
	


	
	④各種公費の取り扱いがある。
	

	
	⑤麻薬小売業の免許を取得している。＊
	

	
	⑥患者の後発医薬品選択に対応できる体制を整備している。
	

	２．
医療提供施設として適切な体制を整備している






	①地域住民・患者の需要や地域医療体制に対応できる開局時間・曜日である。
	


	
	②医療機関から構造的、機能的、経済的に独立していなければならない。
	

	
	③自店及びグループ内で病院である医療機関の敷地内への開局を行っていない。
	

	
	④休日・夜間においても、必要な場合に処方せん応需や一般用医薬品等の供給を行うことができるよう、適切な措置を講じている。
	


	
	⑤在宅患者訪問薬剤管理指導を行う旨の届出を行っている。＊
（過去1年間に在宅患者への指導の実績があることが望ましい）
	

	
	⑥かかりつけ医を始めとして地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、訪問看護ステーション他、他職種と連携がとれている。
（連携先の一覧表を作成していることが望ましい）
	

	
	⑦医療の安全を確保するための体制を整備している。（「医療安全管理　指針」をもとに「医薬品の安全使用のための業務手順書」「一般用医薬品販売業務手順書」「調剤事故防止マニュアル」「調剤事故報告書および改善報告書」を作成している。）
	




	
	⑧情報収集等のためにインターネット等のＩＣＴ環境を整備している。
（ＨＭネットへ加入していることが、望ましい。）
	

	
	⑨使用済み注射針等の回収・廃棄について適切に対応している。
	

	
	⑩個人情報に配慮した相談場所が設置してある。
	

	
	⑪薬局内が全面禁煙であり、たばこを販売していない。
	




	３．  
 医薬品の供給拠点として一般用医薬品を販売し、その販売方法が適切である







	①地域住民のセルフメディケーションを支援するために必要な一般用医　薬品等を提供している。
（要指導医薬品、衛生材料、介護用品等を取り扱っていることが望ましい）
	


	
	②一般用医薬品の販売に当たって、薬剤師が情報提供・相談対応を適切に行い、医師の診療・検査等が必要と判断したときは、速やかに受診勧奨をおこなっている。
	



	
	③一般用医薬品の陳列が適切であり、対面販売を原則としている。
	

	
	④名札や着衣により、薬剤師とそれ以外の者の区別が容易にできるようになっている。
	


	
	⑤購入者への情報提供・相談対応の実効性を高めるため、店舗の内外に必要な掲示を行っている。
	


	
	⑥地域の保健・医療・福祉に貢献する薬局として、国民および医療関係者の信頼を損ねることのないよう、販売姿勢（特に広告・廉売）に留意している。
	



	
	⑦医療機器の供給を行っている。
　(高度管理医療機器の供給も行っていることが望ましい)
	


	
	⑧毒物劇物一般販売業の登録を受けていることが望ましい。
	

	
	⑨医薬品製造販売業及び製造業の許可を受けていることが望ましい。
	

	４．地域の保健・医療・福祉に貢献している
	①地域住民へのくすり教育等の啓発活動、薬物乱用防止活動、学校薬剤師活動、保健指導など、地域の薬事衛生、環境衛生の維持向上のために行われる各種事業に参加し、保健衛生の維持向上に貢献している。
	



	
	②要指導医薬品等及び健康食品等の適正な使用に関する助言、健康の保持増進に関する相談に対応している。
（その対応記録を一定期間保存していることが望ましい）
	

	
	③薬剤師会等が実施する各種調査に報告・協力している。
	

	５．
 十分な知識・経験のある薬剤師が勤務している

	①管理薬剤師は保険薬剤師として３年以上の実務経験がある。
	

	
	②従事する薬剤師は、全員が本会正会員(Ａ又はＢ)であり、管理薬剤師は正会員Ａであること。
	


	
	③従事する薬剤師は、日本薬剤師会の定めた「薬剤師行動規範」を遵守している。
	


	
	④従事する薬剤師は(公社)広島県薬剤師会および地域薬剤師会が開催する研修会に参加している。
（健康サポートに関する研修を受けていることが望ましい）
	


	６．
その他

	①薬学生の実務実習の受け入れに積極的に協力している。
	

	
	②災害時の救援活動への協力体制を整えている。
	

	
	③「認定基準薬局」である旨を薬局外側の見えやすい場所に掲示してい　る。
	



＊印の箇所については関係書類のコピーを添付すること。
　　確認欄には基準内容を実施している場合には○印を記す事

〔別紙様式２−２〕
[bookmark: _GoBack]『「(公社)広島県薬剤師会認定基準薬局」の認定を申請する前に１−⑥患者の後発医薬品選択に対応できる体制を整備している。』より採用医薬品を記載して下さい。代表的なものを記載して下さい。
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